
（株）システムクリエイツ

   横浜市緑区中山町 869-9

　 TEL/FAX 045-933-0379

第２０４号

  平成１８年９月

E-mail :

shimz@mb.infoweb.ne.jp

c

編  集  発  行  人

  清  水  吉  男

2006

（１）2006年9月 ホームページ →  http://homepage3.nifty.com/koha_hp/

『そう、主導権はあくまでも自前のSQAが持っ

ていなければならない』

　　　　　　＊　∞　＊
「ところで、派遣のSQAの方は、CMMの到達

を約束させられている可能性があるでしょうか

ら、CMMの到達を焦って、却って混乱してし

まうことになりませんか」

『その危険性は低くないだろうね』

「CMMへの取り組みを急がされている私とし

ては、どうすれば良いのでしょう？」

「SQAやSEPGの役割を明確にしてみてはどう

でしょうか？」

『それも大切だね。多くの人はSQAやSEPGに

対しては、CMMの狭い定義の中でイメージし

ているのではないか？　企業活動にとってどの

ような位置づけになるべきか、という観点から

考えればCMMの狭い定義とは違った役割が見

えてくるんだけどね』

「それが、マスターがいつもおっしゃっている

“４つの役割” というものですね」

『“４つの役割”というのは、CMMで求めら

れている役割に加えるものだからね』

「でも、その役割を認識するかどうかで、SQA

の活動がまったく別のものになってしまいませ

んか？」

『なるだろうね』

「もし、プロジェクトで決めたプロセスや成果

物と一致しているかどうかをチェックするだけ

なら、外から借りてくることもできますよね」

「それって、ISO-9001の外部審査と似た形です

よね」

『SQAに“４つの機能”を持たせるのなら、組

織の文化を理解する必要が有るだろうし、組織

の現状を認識した上での活動になるから、外か

ら借りてくることは無理だね』

　　　　　　＊　∞　＊
「マスターのおっしゃることは分かるのです

が、現実問題として、そのような人をSQAとし

て確保できる状態ではありません」

「うちも、社内にSQAのなり手がいないという

ので、だったら派遣を頼む方法があるのでは、

ということで検討されているのですから」

『本当に誰もいないのかね』

「ＰＬクラスに候補者はいるのですが、設計の

部長が放してくれません」

『そうだろうな。これからCMMに取り組もう

という企業では、人材に余裕はないだろうから

らね。でも、だからといって何の工夫も考えつ

かないのかね』

といわれて黙ってしまった。

　　　　　　＊　∞　＊
『だから、そのＰＬを設計の現場から抜いて

SQAに抜擢する方法を考えてごらんよ』

「えっ」

『まだわからないのかね。そのＰＬがそこから

抜けない理由は何かね？』

「抜けたら困るからです」

『困るって、どう困るのかね？』

「人が足りなくなるからです」

『ところで、CMMとISO9001の違いはどこに

あると思うかね？』

「違いですか。そうですね一つは、CMMは内

部審査が基本だということでしょうか」

『なかなか良いところを指摘したね』

「自分たちの要求に対して合理的なプロセスや

手順を作って、それが適切なものかどうかを必

要な時に内部で審査すれば良いのですよね」

『それで良いのだけどね。問題は適切なもので

あるのかどうかをどうやって判断するかだ』

「今では昔のように紋切り型のプロセスは通用

しません。そのプロジェクトの要求にマッチし

たプロセスでないと競争に勝てません」

「結果で判断できる部分はあると思うのです

が、結果が出る前に判断するには設計の知識や

経験が必要になりますね」

『結果で判断するというのは？』

「たとえば、生産性とか品質に関するデータが

取れますので、それを使ってプロセスにフィー

ドバックできると思いますが」

「たしかにSQAがそこまで関与できれば良いの

ですが、実際にはむつかしいかも」

『だから、SQAには設計の経験が必要なんだ』

「それも、プロジェクト毎にプロセスを設計し

ながら何度も成功した経験を持った人ですね」

『そういうことだ』

　　　　　　＊　∞　＊
「でも、それって世の中のSQAに対する認識と

相当ずれているように思うのですが」

『一般には、SQAにはそこまでのスキルを求め

られていないということかね？』

「そうです。SQAはプロジェクトで承認された

プロセスが予定通りに実行されているか、成果

物が予定通りの内容で作られているかを審査す

るだけと思われています」

『プロジェクトのプロセスの承認や、要求仕様

作成の手順書の確認はSEPGの仕事かい？』

「いえ、SEPGは相談があれば乗っています

が、別に承認しているわけではありません」

『じゃ、プロセスや成果物の構成などの中身が

審査されないままにプロジェクトはスタートし

ているのかい？』

「SQAは、最初に計画書の項目は

チェックしていますが、今回選択した

プロセスが要求に対して適切なものか

どうかは判断していないとおもいます」

『それでは改善の効果はなかなか出ないだろ

う。ＰＬが考えたことに対して適切なコメント

を発することができなければ、本当の意味でプ

ロセスの改善に繋がらない。SQAやSEPGの人

たちが、そこまで踏み込むから内部審査の意味

があるのだよ』

「外部から派遣されたSQAではそこまで期待す

ることは無理ではないでしょうか」

『というよりも、彼らにそこまで期待すること

が間違っているんじゃないの？』

「自前のSQAがいて、派遣のSQAには審査の

方法などのテクニックを学ぶということであれ

ば支障はないだろうということですね」
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『どうなれば、彼が抜けてもリソース不足にな

らないのかね？』

ずっと下を向いて考えていた彼が顔をあげて、

「そうか。２つの問題を解決すればいいんだ」

「２つって？」と怪訝そうな顔をして覗き込ん

でいる。

「一つはチームの“生産性”が２０％以上改善

すれば、数字の上では一人抜けてもカバーでき

ることになります」

『どうやら気がついたようだね』

「確かに数字の上ではそうだけど、実際にそん

なことできるの？」

「マスターに教えてもらった“XDDP”という

派生開発プロセスに取り組んだチームがあっ

て、もうすぐテストも完了する段階になってい

るんだけど、それって当初の予定に対して３０

％ぐらい工数が減りそうだという報告がきてい

るんです」

『テストでのバグの発生状況は？』

「発生率は１０分の１です」

「実際のプロジェクトはほとんどが派生開発だ

から、全社的に取り組めれば全体で２０％の生

産性の向上に繋がる可能性はありますね」

「で、もう一つの方は？」

「そのＰＬが抜けても良いように、プロセスの

設計方法やガイドラインの作り方やテーラリン

グの方法などを用意しながら、実際のプロジェ

クトの中で次の人に伝えれば良いんですよ。そ

うですよねマスター」

『そういうことだね。プロセスの設計方法や見

積り方法や要求の仕様化の方法や設計のポイン

トなどは、個別にガイドラインの形でまとめな

がら、それをサブＰＬに継承していけばよい。

もちろん、それなりに時間はかかるが、もっと

も無理なく自然な方法だ』

「このＰＬは、実際に合理的なプロセスを設計

し、それを実行してきた人ですからね。そのよ

うな人なら、SQAの立場に立っても“４つの機

能”にも対応できそうですね」

『ＰＬの時代に、成功する各種のガイドライン

を使って、他のチームにも説明する機会を作っ

てやれば、SQAになったときに行

動しやすくなるよ』

「現役の時に“地ならし”をして

おくということですね」

「まさに一石三鳥ですね。マスター」

「もう少し分かりやすく言ってよ」

「まず、SQA要員は成功を繰り返したり、他の

チームにも方法を教えたりして組織の中で信頼

されているので、その後の活動がやりやすい」

「なるほど、２つめは？」

「この段階で、既にプロセスの定義や各種のガ

イドラインが作られているし、テーラリングも

できている状態なので、SEPGとしての活動も

可能ですよね」

「それはさっき言ったよね」

「３つ目は？」

「その時点で品質や生産性も大幅に改善してい

るので、CMMに取り組むにもCMM的に不足し

ている項目を補うだけで済むってことです」

「なるほど」

『そうやって、プロセスの改善とかCMMへの

取り組みが現場の人に負担にならないというこ

とが理解されることが大事なんだよ』　◆

S Q A の要員は、実際のプロジェクトの成功体験
の中で育てることが大事である。その時には
CMM的にも既に助走に入っている状態になる。
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の
間
で
解
雇
の
交
渉
を
し
な
く
て
も
済

む
。
だ
か
ら
、
人
事
部
門
の
人
に
と
っ
て

は
、
指
名
解
雇
を
復
活
さ
せ
る
必
要
は
な

い
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
＋
　
×
　
＋

　
だ
が
、
し
ょ
せ
ん
「
非
正
規
社
員
」
に

よ
る
雇
用
調
整
は
「
麻
薬
」
で
あ
っ
て
、

こ
の
麻
薬
に
犯
さ
れ
て
快
感
を
感
じ
て
い

る
人
に
は
、
非
正
規
社
員
が
３
０
％
以
上

と
い
う
状
態
が
も
た
ら
す
弊
害
に
は
気
づ

い
て
い
な
い
。

　
た
と
え
ば
、
組
織
の
中
で
技
術
の
伝
承

が
機
能
し
な
く
な
っ
た
こ
と
が
品
質
問
題

と
な
っ
て
表
面
化
す
る
。
職
種
に
よ
っ
て

は
、
正
規
社
員
の
方
は
技
術
面
で
空
洞
化

し
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
開
発
の
世
界
は
、
ま
さ
に
そ
の
よ
う
な

領
域
で
あ
る
。
正
規
社
員
の
方
は
、
発
注

業
務
や
仕
事
の
受
け
渡
し
が
中
心
で
、
実

際
に
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
設
計
や
制
作
は
派

遣
社
員
だ
っ
た
り
し
て
、
派
遣
社
員
の
方

が
そ
の
製
品
や
シ
ス
テ
ム
に
詳
し
い
と
い

う
笑
え
な
い
状
態
も
起
き
て
い
る
。

　
　
　
　
　
＋
　
×
　
＋

　
こ
ん
な
状
態
を
五
年
も
続
け
れ
ば
、
正

規
社
員
に
は
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
設
計
業
務

は
で
き
な
く
な
る
。
派
遣
社
員
を
正
規
社

員
に
す
れ
ば
、
従
来
の
発
注
業
務
し
か

や
っ
た
こ
と
の
な
い
正
規
社
員
は
必
要
な

く
な
る
の
だ
が
、
こ
こ
で
指
名
解
雇
が
禁

止
さ
れ
て
い
る
た
め
に
、
す
ぐ
に
は
解
雇

で
き
な
い
。
結
局
、
企
業
は
余
計
な
人
件

費
を
抱
え
込
む
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

　
逆
に
、
頼
り
切
っ
て
い
た
派
遣
社
員
か

ら
仕
事
の
継
続
を
打
ち
切
ら
れ
た
と
き
、

彼
に
代
わ
る
人
を
確
保
す
る
こ
と
は
難
し

く
な
る
。
派
遣
社
員
と
い
う
こ
と
で
扱
い

が
粗
雑
に
な
る
と
、
こ
の
よ
う
な
仕
打
ち

を
受
け
る
。
コ
ス
ト
削
減
の
要
求
を
、
い

つ
も
の
よ
う
に
非
正
規
社
員
の
調
整
で
実

　
平
成
一
六
年
の
統
計
に
よ
る

と
、
日
本
の
労
働
力
人
口
は
六
八

〇
〇
万
人
で
、
実
際
に
仕
事
に
就

い
て
い
る
と
思
わ
れ
る
の
は
、
四

九
〇
〇
万
人
、
さ
ら
に
、
正
規
雇

用
者
は
六
八
％
の
三
四
〇
〇
万
人

で
あ
る
。
つ
ま
り
三
〇
％
を
越
え

る
一
五
〇
〇
万
人
が
パ
ー
ト
、
ア

ル
バ
イ
ト
、
派
遣
社
員
な
ど
の

「
非
正
規
社
員
」
と
し
て
仕
事
に

就
い
て
い
る
。
異
常
で
あ
る
。

　
　
＋
　
×
　
＋

　
九
〇
年
代
を
通
じ
て
、
「
非
正

規
社
員
」
の
雇
用
制
限
が
大
幅
に

緩
和
さ
れ
、
今
日
で
は
ほ
と
ん
ど

の
職
種
に
お
い
て
非
正
規
社
員
を

雇
用
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て

い
る
。
そ
の
よ
う
に
緩
和
さ
れ
て
い
る
中

で
、
企
業
は
、
こ
の
非
正
規
社
員
を
使
う

こ
と
に
慣
れ
、
し
か
も
あ
る
種
の
快
感
を

感
じ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
特
に
、

業
者
を
間
に
挟
ん
で
派
遣
社
員
を
受
け
入

れ
る
形
態
の
場
合
、
雇
用
に
関
す
る
通
告

は
個
人
に
対
し
て
発
す
る
必
要
は
な
く
、

間
に
入
っ
て
派
遣
社
員
を
ま
と
め
て
い
る

業
者
に
人
数
を
通
告
す
れ
ば
よ
い
の
で
、

誰
を
残
し
、
誰
に
辞
め
て
も
ら
う
か
と
い

う
煩
わ
し
さ
か
ら
も
開
放
さ
れ
る
。
雇
用

側
の
関
係
者
に
と
っ
て
は
、
ま
さ
に
「
麻

薬
」
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
＋
　
×
　
＋

　
日
本
の
企
業
は
、
法
律
に
よ
っ
て
正
規

社
員
の
指
名
解
雇
が
原
則
と
し
て
禁
止
さ
れ

て
い
る
。
平
成
一
七
年
に
労
働
基
準
法
が
大

幅
に
見
直
さ
れ
た
時
に
、
企
業
の
「
解
雇

権
」
が
は
く
奪
さ
れ
た
。
そ
の
こ
と
が
議
題

に
上
が
っ
た
と
き
、
「
正
論
」
と
い
う
視
点

か
ら
、
解
雇
権
が
な
い
の
は
お
か
し
い
と
い

う
意
見
は
出
さ
れ
た
が
、
政
府
側
は
、
解
雇

が
で
き
な
い
わ
け
で
は
な
く
、
正
当
な
理
由

が
あ
れ
ば
解
雇
が
で
き
る
の
だ
か
ら
、
現
実

に
は
支
障
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
押
し
切
っ

た
。
こ
の
と
き
、
経
団
連
な
ど
の
経
営
側
か

ら
も
特
に
強
硬
な
反
対
意
見
は
出
な
か
っ
た

と
認
識
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
＋
　
×
　
＋

　
経
営
者
側
が
問
題
に
し
て
い
る
の
は
、
景

気
の
変
動
や
企
業
活
動
の
動
向
に
応
じ
て
雇

用
調
整
を
行
う
手
段
が
欲
し
い
と
い
う
こ
と

で
あ
り
、
指
名
解
雇
と
い
う
手
段
は
正
攻
法

で
あ
る
。
そ
の
場
合
は
、
本
人
は
も
ち
ろ
ん

だ
が
、
周
囲
の
人
に
も
納
得
で
き
る
よ
う
な

理
由
と
説
明
が
必
要
に
な
る
。
そ
の
部
分
が

曖
昧
な
状
態
で
は
組
織
の
モ
ラ
ル
が
崩
壊

し
、
組
織
運
営
が
で
き
な
く
な
る
。

　
　
　
　
　
＋
　
×
　
＋

　
法
律
で
は
そ
の
指
名
解
雇
は
禁
止
さ
れ
た

が
、
代
わ
り
に
派
遣
社
員
の
適
用
範
囲
が
広

げ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
「
非
正
規
社
員
」
で

対
応
す
れ
ば
、
数
字
的
に
は
雇
用
調
整
は
可

能
と
な
る
。
彼
ら
は
社
会
保
険
の
仕
組
み
か

ら
も
漏
れ
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
企
業
側
の

負
担
は
軽
く
な
る
。
し
か
も
、
派
遣
社
員
で

あ
れ
ば
、
受
け
入
れ
側
で
い
ち
い
ち
本
人
と

音音

　
管
理
標
語
と
は
、
消
防
署
や
警
察

署
な
ど
が
道
路
の
端
に
立
て
掛
け
て

い
る
、
違
法
駐
車
や
放
置
自
転
車
に

対
す
る
看
板
、
覚
醒
剤
へ
の
注
意
を
促
す
看

板
、
横
断
歩
道
に
デ
カ
デ
カ
と
貼
ら
れ
た
運

転
マ
ナ
ー
に
対
す
る
横
断
幕
な
ど
に
書
か
れ

た
俳
句
調
の
標
語
を
さ
す
。
中
に
は
、
家
庭

の
あ
り
方
を
推
奨
す
る
よ
う
な
標
語
も
あ
っ

て
、
そ
こ
ま
で
言
う
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
、

と
言
い
た
く
な
る
。
観
光
地
や
登
山
道
な
ど

に
も
、
ご
み
捨
て
や
各
自
の
行
動
に
関
す
る

マ
ナ
ー
を
促
す
標
語
も
立
っ
て
い
る
。

　
管
理
放
送
と
い
う
の
も
基
本
的
に
は
標
語

と
同
じ
で
、
注
意
を
促
し
た
り
す
る
放
送
の

こ
と
で
あ
る
。
駅
で
は
電
車
の
進
入
や
ド
ア

の
閉
鎖
を
知
ら
せ
た
り
、
駆
け
込
み
乗
車
を

注
意
し
た
り
、
電
車
の
車
内
で
は
次
の
停
車

駅
を
紹
介
し
た
り
、
最
近
で
は
周
辺
の
荷
物

へ
の
注
意
を
促
し
た
り
す
る
の
も
あ
る
。
海

水
浴
場
や
大
勢
の
人
が
集
ま
る
施
設
な
ど
で

も
、
遊
泳
範
囲
や
ス
リ
へ
の
注
意
を
促
し
た

り
す
る
放
送
が
頻
繁
に
流
れ
る
。

　
著
者
は
、
こ
れ
だ
け
管
理
標
語
や
管
理
放

現
し
よ
う
と
す
る
と
、
返
り
討
ち
に
あ
っ
て

し
ま
う
。
「
麻
薬
」
で
頭
が
マ
ヒ
し
た
人
に

は
、
こ
う
し
た
リ
ス
ク
は
見
え
て
い
な
い
。

　
　
　
　
　
＋
　
×
　
＋

　
派
遣
社
員
で
あ
ろ
う
と
正
規
社
員
で
あ
ろ

う
と
、
時
代
が
求
め
る
「
技
術
」
を
確
実
に

持
っ
て
い
る
「
プ
ロ
」
と
言
え
る
人
に
は
何

の
問
題
な
い
。
こ
の
よ
う
な
人
に
と
っ
て

は
、
非
正
規
社
員
の
方
が
動
き
や
す
い
こ
と

も
あ
る
。
や
り
た
く
な
い
仕
事
は
拒
否
す
れ

ば
よ
い
の
だ
か
ら
。
だ
が
、
現
実
に
は
そ
ん

な
人
は
ほ
ん
の
僅
か
し
か
い
な
い
。
大
部
分

は
、
正
規
社
員
で
あ
る
こ
と
で
何
と
か
生
活

が
成
り
立
っ
て
い
る
状
態
で
あ
る
。
指
名
解

送
が
氾
濫
す
る
と
、
逆
に
注
意
し
な
く
な
る

と
い
う
の
で
あ
る
。
実
際
、
見
え
て
い
て
も

誰
も
気
に
し
な
い
し
、
聞
こ
え
て
い
て
も
自

分
の
行
動
に
は
反
映
し
て
い
な
い
。

　
路
地
の
入
口
に
立
て
掛
け
た
れ
た
「
通
り

抜
け
禁
止
」
と
い
う
看
板
を
見
た
お
ば
さ
ん

が
、
「
こ
れ
っ
て
通
れ
る
の
か
し
ら
」
と
つ

ぶ
や
い
た
。
つ
ま
り
、
「
通
り
抜
け
で
き
ま

せ
ん
」
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
道
が
繋
が
っ

て
い
な
い
可
能
性
が
あ
る
の
だ
が
、
「
通
り

抜
け
禁
止
」
と
い
う
の
は
、
道
は
繋
が
っ
て

い
る
が
通
り
抜
け
し
て
欲
し
く
な
い
だ
け
と

い
う
意
味
に
解
釈
で
き
る
の
で
あ
る
。
駅
前

の
歩
道
に
立
て
掛
け
ら
れ
た
「
駐
輪
禁
止
」

の
看
板
の
す
ぐ
横
に
自
転
車
を
停
め
て
い
く

人
の
顔
は
、
ま
さ
に
「
怪
物
」
で
あ
る
。

　
公
的
機
関
が
こ
れ
だ
け
管
理
標
語
や
管
理

放
送
を
氾
濫
さ
せ
て
い
る
の
は
、
も
し
か
し

て
、
意
図
的
に
こ
う
し
た
判
断
能
力
が
欠
如

し
た
「
怪
物
」
を
量
産
し
よ
う
と
し
て
い
る

の
か
、
と
思
い
た
く
も
な
る
。
そ
う
す
れ
ば

誰
も
政
治
の
中
身
に
関
心
を
持
た
な
く
な
る

だ
ろ
う
か
ら
。
う
が
ち
過
ぎ
か
な
。

「
管
理
標
語
・
管
理
放
送
は
一
方
で
言
葉
を
信
頼
し
な
い
軽
薄
人

種
を
量
産
し
、
他
方
自
己
判
断
能
力
の
徹
底
的
に
欠
如
し
た
怪
物

を
つ
く
り
出
す
」
　
（
中
島
義
道
「
〈
対
話
〉
の
な
い
社
会
」
よ
り
引
用
）

雇
が
規
制
さ
れ
て
い
る
状
況
で
は
、
一
度
、

正
規
社
員
の
状
態
か
ら
外
れ
た
ら
、
非
正
規

社
員
の
形
で
し
か
仕
事
に
就
け
な
く
な
る
可

能
性
が
高
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
今
の
法
制

度
の
下
で
の
現
実
の
仕
組
み
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
＋
　
×
　
＋

　
新
し
い
政
府
は
、
現
在
は
再
チ
ャ
レ
ン
ジ

が
で
き
る
状
況
に
は
な
い
こ
と
を
認
め
た
。

一
方
で
、
一
〇
年
以
上
も
「
非
正
規
社
員
」

の
麻
薬
を
ば
ら
ま
い
て
き
た
結
果
、
企
業
に

は
個
人
の
業
績
を
公
正
に
評
価
す
る
技
術
は

存
在
し
な
い
。
は
た
し
て
現
行
の
法
制
度
の

下
で
、
ど
の
よ
う
な
「
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
の

方
法
を
提
示
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
　
■

挑戦できる社会になるか？

今月の一言


